
指定管理者評価に係る合議の概要

【概要】次頁のとおり

施設名 箕面市立介護老人保健施設

指定管理者名 社会福祉法人箕面市社会福祉協議会

開催日 令和６年（202４年）１２月１０日（火）

開催場所 総合保健福祉センター分館 ２階講堂

合議の出席者

箕面市北部西南地域包括支援センター管理者 中村 勝利氏

箕面認知症家族会「びわの会」 全並 美知子氏

箕面市居宅介護支援事業所・介護予防支援事業所連絡会 西川 直也氏



- 1 -

内容

令和６年１２月１０日（火）に総合保健福祉センター分館２階講堂にて、指定管

理者の評価に係る合議を実施しました。主な指定管理者の説明及び合議出席者の意

見は以下のとおりです。

1）事業の実施状況、アンケートについて

（指定管理者）

事業実施状況について、コロナウイルス感染症のクラスターの発生があり、入所

の実績は下がった。リハビリテーションの充実については、個別から集団のリハビ

リへ昨年度から変更した。そのためお一人お一人のリハビリスタッフの直接の対応

時間が延びた。また集団での利点が大きい。１０月から、運動と認知のマルチタス

クの運動を取り入れており、MSE の認知機能のテストでは、2割以上のかたが改

善、8割のかたが現状維持の結果となった。それまでは会話のつじつまがあいにく

かったかたの改善や、意欲がわくなど、効果が出てきていると考えている。行事レ

クリエーションの充実としては、秋祭りを４年ぶりに開催した。面会を制限してい

たため２～３時間ほど、ご家族と過ごせたことが大変好評だった。ボランティアの

受け入れについても再開した。新たに「アフタースクールぴあにしも」（主に発達障

害・自閉症を持つ子どもの療育を目的とした児童発達支援・放課後等デイサービ

ス）の子どもたちも参加してくれ、継続的に２～３ヶ月に一度実施している。危機

管理、BCP の作成は実施済。アンケートについても、Google アンケートでも回答

できるよう取り組んだ。利用者からの意見を反映する取組としては、介護職員を増

やしてほしいというご意見について、令和６年度からは外国人の介護人材の確保を

し、充足に向けて取り組んでいる。収支状況については、入所者数が伸びず 1,000

万円ほどの赤字となった。

（合議出席者）

アンケートを Google フォームでされたということだったが、周知をもっとした

ほうが良いのではと感じた。アンケートについて、夜中のトイレで職員に怒られる

等あったが、言葉遣いなど接遇に対する今後の方向性はどう考えているか。

（指定管理者）

配慮の足りない言葉づかいや対応等の接遇については、大きな課題と考えてお

り、全職員に向け接遇研修を実施している。また、研修の中で自分に余裕がないと

そのような言動に出てしまうということも学んだことから、職員自身についても、

どう健康な心で仕事に望むかということも考え、改善に向けて取り組んで行きた

い。

（合議出席者）

認知機能の改善がみられるとのことだが、集団リハビリとはどのぐらいの時間し

ているのか。

（指定管理者）

通所リハビリテーションにおいて、１グループ１２～３名ぐらいの集団で２０分

ぐらい。スタッフが声を掛けながら、例えば、奇数のときに右手を上げるなどして

いる。また、それぞれのかたに、個人プログラムをリハビリスタッフが作成し提供

し、空いた時間やおうちで実施していただくようにしている。

（合議出席者）

こういう運動することによって、認知機能の改善がみられるのは、良いことだと

感じた。

（指定管理者）

集団の良さとしては、一対一でするより、両隣のかたもがんばっていると私もが

んばれるというところがある。

（合議出席者）

収支状況として下がっているのはクラスターが理由と聞いたが、その後も伸び悩

んでいるのはどういう状況か。
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（指定管理者）

クラスターが発生してしまうと、基本的に入所やショートステイの受入れはすべ

てお断りするため、回復までに時間がかかってしまう。１度クラスターが発生する

と、元に戻るまでに 3ヶ月から 6ヶ月はかかってしまう。

２）総評

感染対策を講じながら、状況に応じて、可能なプログラムを工夫して実施してい

る、また、リハビリテーションの充実や、行事レクリエーションの充実等、利用者

やご家族の希望に添えるよう創意工夫しながら運営しており、今後も継続的に実施

していくべき事業内容であることを確認しました。

アンケートの結果及び合議で出た意見からも、総じて指定管理者として円滑な運

営を行っていると、市として評価します。


